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※費用の明示がないものは無料

「イベントカレンダー」で区のイベント情報を確認できます。詳しくは、区ホームページをご覧ください　　　

表  ４月からの移転先・業務内容
移転先 主な業務内容

高齢政策課(区役所２階⑯窓口※高齢者
相談・給付係は⑰窓口)

総合調整係☎3579－2371 地域包括支援センターの統括などに関すること

計画係☎3579－2388 高齢施策の計画・保健事業と介護予防の一体的実施などに関すること

高齢者相談・給付係☎3579－2464 高齢者相談・高齢者福祉事業・敬老入浴事業・敬老祝品事業などに関すること

特別援護係☎3579－2292 高齢者の権利擁護・高齢者虐待相談などに関すること

医療介護連携担当係長☎3579－2389 医療介護連携に係る企画調整・情報共有システムの活用推進などに関すること

生涯活躍推進課(区役所３階㉑窓口※フ
レイル・介護予防係は区役所２階⑮窓
口) 

シニア地域づくり係☎3579－2376 生活支援体制整備事業・見守り地域づくり協定・ふれあい館・シニアクラブ・シルバー人
材センターなどに関すること

フレイル・介護予防係☎3579－2293 フレイル予防・介護予防・介護普及・リハビリテーション事業などに関すること

認知症施策推進係☎3579－2399 認知症に関する講演会・講座、認知症サポーター養成、認知症フレンドリーカフェ、家族
介護者支援などに関すること

４月から  おとしより保健福祉センターを廃止し おとしより保健福祉センターを廃止し
組織を再編します組織を再編します

　高齢者相談の機能を集約・一元化し、区民サービスの向上を図るため、おとしより保健福祉センターを廃止し、区役所
本庁舎へ機能を移転します。
▶移転先・業務内容＝ 表 参照▶問＝長寿社会推進課計画調整係☎3579－2371

▲詳しくは
こちらから

優れた企業、製品・技術を募集します優れた企業、製品・技術を募集します
板橋製品技術大賞

　受賞企業には、賞金のほか、各種専門家による
訪問サポート、いたばし産業見本市での展示など
を行います。
▶対象企業＝区内に本社または事業所があり、継
続して事業を営む個人・中小企業または中小企業
グループ▶対象＝個人・中小企業または中小企業
グループが自ら開発し、令和３年４月以降に市場
発表または販売された製品・技術※詳しくは、区
ホームページをご覧ください。▶申込・問＝５月
７日㈭～６月５日㈮に、電子申請(区ホームペー
ジ参照)で、産業振興課工業振興係

いたばし人と未来を創る会社賞
　「広報いたばし」・区ホームページなど
で受賞企業・取組事例を紹介するほか、
区産業融資の利子補給割合の加算などを
行います。
▶対象＝次の全ての要件を満たす企業
● 区内に本店登記および本社機能、主た
る事業所がある中小企業

● 労働関係法令などを遵守している
● 事業の継続性に重大な懸念がない
● 事業の業態が公序良俗に反していない
▶応募書類の配布場所＝区ホームページ

▶申込＝４月14日㈫～５月13日㈬に、必
要書類をＥメールで、産業振興課産業支
援係 kb-ssyuro@city.itabashi.tokyo.
jp
募集セミナー
▶とき＝４月14日㈫13時30分～15時30分
▶ところ＝ハイライフプラザ▶講師＝リ
ッチピクチャーズ㈱　小澤明人ほか▶定
員＝80人(申込順)▶申込＝電子申請(区
ホームページ参照)で、産業振興課産業
支援係

問　合 産業振興課産業支援係
☎3579－2172 問　合 産業振興課工業振興係

☎3579－2193
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